
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６（予算）

635,782 919,704 945,932 1,009,578 992,406

0 0 0 0 0

千円 千円 ％

人 人  578,042 828,141 873,291 950,764 936,816

57,740 91,563 72,641 58,814 55,590

1,453,609 1,540,388 1,584,466 1,607,947 1,638,207

 現金預金 805,675 897,225 939,828 980,092 1,067,264

 建物 550,121 518,400 486,678 454,957 423,234

151,229 154,370 133,731 106,323 88,918

1,302,380 1,386,018 1,450,735 1,501,624 1,549,289

792,500 792,500 792,500 792,500 792,500

509,880 593,518 658,235 709,124 756,789

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６（予算）

12 11 11 0 0 0 0 0 0

3 2 2  委託料 0 0 0 0 0 0

0 0 0  補助金 0 0 0 0 0 0

9 9 9  負担金 0 0 0 0 0 0

1 1 1  その他 0 0 0 0 0 0

10 9 10 　その他　 0 0 0 0 0 0

6 6 8 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

３月

1

役　員

　総　数 　県支出金

 うち県派遣職員

 うち県職員

 短期貸付金

 非常勤

0 0

9 9

 常  勤

12 12 11

3 3 2

9

 債務保証限度額
4 3 2 非常勤

 常  勤

3 3 2

5 6 8

設立目的
　水島港の国際貿易港としてのさらなる発展を図るため、港湾施設
の管理運営や荷捌き・保管施設等の整備・運営、貿易促進に関する
情報提供・企画調査等を行う。

10

職  員

  総  数

　総 負 債　Ｅ

　純 資 産　Ｆ＝Ｄ－Ｅ

 うち資本金　Ｇ

 累積剰余/累積損失（Ｆ－Ｇ）

役　　　 職　　　 員　　　 の　　　 状　　　 況

Ｒ１ Ｒ２

主な事業

〇荷捌き・保管施設賃貸事業
〇港湾施設運営事業
〇水島港の効率的運営、利用促進
※　平成16年４月から「水島港国際物流・産業特区」の「特定埠頭運営効率
　化推進事業」の実施事業者として、６号埠頭にある水島港国際コンテナタ
　ーミナルの管理運営を開始。
　　平成26年１月に港湾法に基づく港湾運営会社としての指定を受け、平成
　26年度から６号埠頭と４号埠頭の港湾施設を一体的に管理運営している。
　　また、令和２年６月から７号埠頭国際バルクターミナル（穀物等取扱埠
　頭）、令和３年12月から塩生埠頭（穀物等取扱埠頭）の港湾施設も管理運
　営している。

Ｒ６

 長期貸付金（年度末残高）

 損失補償限度額 うち県派遣職員

 損失補償契約に係る債務残高

10

経　営　状　況　等　の　概　況　（ 県 外 郭 団 体 ）

団　体　の　基　本　情　報　　（Ｒ６．４．１現在） 　　　　　　　　　経　営　実　績　と　財　産　の　状　況　　　　　（単位：千円）

名　　称 5260001015272

代表取締役社長　塩出　則夫

資 本 金 うち県出資金等792,500 37.8

事務所の所在地 倉敷市玉島乙島字新湊8262-1

代 表 者

　県支出金の割合（Ｂ／Ａ）

水島港国際物流センター株式会社 法人番号

300,000

　費用　Ｃ決算時期役    員 職　　員11

設立年月日 平成13年6月13日

　収益　Ａ

県出資比率

　うち県支出金　Ｂ

　経営実績と財産の状況
についての評価

　当期純利益/当期純損失（Ａ－Ｃ）

　総 資 産　Ｄ

主
な
も
の

0

9

1

　　　　　　　　岡　山　県　か　ら　の　支　出　の　状　況　　　　（単位：千円）

　港湾法に基づく港湾運営会社としての指定を受け、効率的運用に努め、
利用促進を図るなど経営努力が見られる。
　ここ数年、当期純利益を計上しており、安定的な経営が行われている。

1

8

内
　
訳

 債務保証契約に係る債務残高

0 0 0


